
7.06.1 - 1

７．６．１ 自動検針入力の更新

自動検針結果の入力を行います、まずメニューを起動すると下図が出てきますのでこのままでよけれ

ばＦ９を押し更新をかけます。

この時、他のＷＳで入力等は行わないで下さい。

またフロッピーディスクで結果をもらっている場合はＦ１１を押し（図２）に進みます

（図１）

（図２）
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７．６．２ リコー連携

(1) データの入力

自動検針結果の入力を行います。まずメニューを起動すると下図が出てきますのでこのままでよけれ

ばＦ９を押し更新を実行します。

確認

最初に表示されるこの画面では、受信データのありかを示しています。

例では、ネットワークドライブ（Ｈ：）を示していますが、どこから

入力するか、名称は何かは、メニューで指示しています。

設定をどうするかは、サポート担当者に問い合わせください。

更新を実行すると、一度に大量のデータを参照します。他のＷＳでのデータ入力は行わないで下さい。

次の処理が連続的に実行されます。

①指定場所からのデータの入力

②コードが存在しないとき、指針が逆転しているとき、通知情報、が印刷されます。

③設定により、定期検針結果の明細が印刷されます。

④戸建て住宅での、配送予測修正結果の印刷が行われます。処理は自動で行われますが、結果の印

刷は、選択により停止できます。

⑤集合住宅の配送予定日修正プログラムが起動されます。実行するかどうかは、選択してください。
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＜ご注意＞

選択によりますが、大量の印刷明細が出力されます。

(2) 受信結果の確認と、その後の処理

メニューから、「自動検針得意先数表示」を実行します。

①営業所コードの指定が、要求されます。入力しなければ、すべての営業所が対象になります。

②上の図の説明

検針日 ：得意先マスタに設定されている検針日です。

合計件数：自動検針として定義されている得意先数です。

予定日 ：現在月＋検針日を表示しています。

実検針日：日付が、２つ並んでいますが、この範囲内で受信しているという意味です。

９９９９は、受信していないことを示しています。

検針完了：受信している件数を示しています。

該当する得意先に対して、「手入力」「ハンディ入力」したときには、ここに

加えられます。

未検針数：合計件数－検針完了 を表示しています。

休止数 ：得意先マスタで、状態コードに、９を超える値（数字でない）が入っている

ものを表示しています。

請求済み：請求書の作成を行っている件数を表示しています。

検針完了の件数に対して、すべて請求書を発行するとは限らないので、件数は

検針完了と一致しません。

③右側の「未検針一覧」などは、［ボタン］になっています。

何かを行う場合には、まず、左端の、検針日をクリックして、日付を決めます。

このときは、メッセージが表示されています。

「 」検針日を指定して下さい
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日付をクリックすると、その部分が反転表示に変わります。

（たとえば、５６をクリックすると、このようになります）

このときは、次のメッセージが表示されています。

「 」機能を選択して下さい

ここで、右側のボタンをクリックすることができます。

④未検針一覧

未検針数に該当する得意先の一覧が印刷されます。

（販売管理メニューの「未検針一覧表の印刷」でも同様の結果が得られます）

⑤検針漏れ伝票印刷

未検針に該当する得意先に対して、手書きするための伝票を発行します。

印刷用紙を、準備してください。Ｆ９（ＹＥＳ）を選択すると、すぐに出力が行われます。

⑥請求一覧

自動検針請求書を発行する得意先の明細を印刷します。

請求書を発行したあとならば、前回請求額には、請求書と同じ金額が印字されます。

請求書を発行する前ならば、前回請求額には、前月の請求額が印字されます。

⑦自検請求書作成

自動検針で受信した検針内容を「請求書」の形式で印刷明細にします。

検針の入力更新には、次の２通りがあり、検針で請求締め処理が行われた得意先には、

出力されません。

・請求書なし．．．．．検針入力処理で、請求済みになり、請求書は発行されない

・請求書あり．．．．．検針入力処理では、未請求の状態であり、請求額が更新されて

いない。

ここでの処理で、請求書を発行するか、別メニューの「請求書」
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で出力処理を行う必要があります。

得意先マスタの、「販売更新」で、次のような設定をしておく必要があります。

０：請求書なし

１：検針請求書が発行できるが、請求締め処理は、別途

「請求書」で行う。

２：検針請求書を発行すると同時に、締め処理が行われる。

請求書＝２のとき、日付には意味がない。発行日が締め日

になる。

出力する用紙のタイプ。この例では、葉書している。

（実行するプログラムを別途決める必要があります）

起動すると、次のような画面が表示されます。（これは、別途実行するプログラムを定めますので、

それぞれ固有の画面になります）

ＹＥＳとすると、処理を開始しますが、請求明細をファイルに書き込むだけで、実際の印刷は

行われません。出力するファイルは、

Ｃ：￥ＬＰＧ￥ＰＲＴＷｘｘｙｙ．ＳＥＩ

としており、ｘｘは、営業所コードです。ｙｙは、検針日です。
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⑧自検請求書印刷

自検請求書作成で作った明細をプリンタに印刷します。

直前に実行した、営業所コード、検針日が表示されます。

変更してもよいです。
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該当の明細があれば、上記のように、件数が表示されて、印刷を開始するかどうか聞かれます。

必要な用紙をセットして、開始してください。

＜ご注意＞

印刷を行わなかったとしても、請求は［済み］の状態になっていますので、後で、印刷する

ことはできません。但し、中間ファイル（Ｃ：￥ＬＰＧ￥ＰＲＴＷｘｘｙｙ．ＳＥＩ）が

残っているならば、そこからの印字は何回でも可能です。


